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民
間
連
携
組
織
を
発
足

　
・
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会

（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
本
部
・
岡
山
市
）

な
ど
民
間
救
援
グ
ル
ー
プ
附
団

体
は
十
六
日
、
東
京
・
平
河
町

の
日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
で
会
合

を
開
き
、
国
内
の
災
害
発
生
時

に
三
日
（
七
十
一
。
一
時
間
）
以
内

に
緊
急
救
援
活
動
を
開
始
す
る

民
間
団
体
の
連
携
組
織
「
7
2
時

間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
発
足
さ

せ
た
。

　
発
足
式
に
は
運
営
団
体
の
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
こ
ど

も
に
学
校
を
つ
く
る
会
、
立
正

佼
成
会
、
松
下
政
経
塾
を
は
じ

め
、
加
盟
を
予
定
し
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
郵
政
、

厚
生
、
外
務
な
ど
中
央
省
庁
、

都
道
府
県
関
係
者
が
出
席
し

た
。

　
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
事
業
計
十
二
時
間
以
内
に
各
団
体
が
独

画
と
し
て
、
災
害
発
生
か
ら
七

一
自
に
活
動
を
開
始
す
る
▽
最
初
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東京で開かれた「72時間ネットワーク」の発

足式

に
到
着
し
た
団
体
が
無
線
シ
ス

テ
ム
づ
く
り
や
情
報
収
集
を
行

い
、
後
続
団
体
の
活
動
拡
大
に

つ
な
げ
る
▽
活
動
期
間
は
行
政

機
能
が
回
復
す
る
ま
で
の
約
二

週
間
を
め
ど
と
す
る
Ｉ
な
ど
決

め
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
行
政
機
関
、
企

業
な
ど
と
協
力
関
係
づ
く
り
を

行
い
、
海
外
か
ら
の
民
間
団
体

受
け
入
れ
窓
口
と
し
て
の
機
能

を
果
た
し
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
岡
山

県
下
の
民
間
団
体
、
地
方
自
治

体
と
の
連
携
を
モ
デ
ル
に
、
都

道
府
県
単
位
で
各
地
域
に
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
組
織
し
て
い
く
方

針
を
確
認
し
た
。

　
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

は
、
東
京
都
葛
飾
区
金
町
３
ノ

3
2
ノ
1
1
、
か
ま
た
医
院
（
電
話

０
３
－
３
６
０
７
－
３
６
４

１
）
内
。
代
表
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
メ

ン
バ
ー
の
同
医
院
の
鎌
田
裕
十

朗
医
師
を
選
ん
だ
。

　
菅
波
茂
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表
は

　
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
誕
生
で
Ａ

Ｍ
Ｄ
λ
も
岡
山
か
ら
全
国
ど
こ

に
で
も
救
援
に
駆
け
付
け
ら
れ

る
」
と
話
し
て
い
る
。
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